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か
く
て
企
業
は
今
や
事
業
の
転
換
、
新
分
野
の
開
拓
、
海
外
進
出
等
、
自
主
防
衛
の
戦
略
に
汲
々
と
し
て
腐
心

せ
ざ
る
を
得
な
く
な
つ
て
い
る
。 

そ
も
そ
も
、
こ
の
急
激
な
円
高
こ
そ
は
、
政
府
が
参
加
し
た
あ
の
Ｇ

5
の
合
意
に
よ
る
為
替
市
場
へ
の
協
調
介

入
に
端
を
発
し
、
そ
の
後
に
お
け
る
政
府
の
対
応
が
当
を
得
ず
し
て
こ
れ
を
激
化
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
政
府
の

責
任
は
極
め
て
重
大
で
あ
る
。 

昨
年
九
月
の
Ｇ

5
以
後
、
急
激
な
円
高
の
衝
撃
を
受
け
企
業
の
倒
産
や
雇
用
不
安
が
深
刻
化
し
て
、
日
本
経
済

は
さ
な
が
ら
恐
慌
前
夜
の
状
態
に
あ
る
。 

殊
に
、
造
船
、
鉄
鋼
、
非
鉄
金
属
、
セ
メ
ン
ト
等
の
企
業
に
は
致
命
的
な
打
撃
を
与
え
、
一
方
に
お
い
て
自
動

車
、
電
機
、
ハ
イ
テ
ク
等
の
企
業
に
は
海
外
へ
の
進
出
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。 

過
度
の
円
高
是
正
と
企
業
の
海
外
流
出
の
急
増
制
御
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

三 

 



 

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
自
主
防
衛
の
戦
略
の
一
つ
で
あ
る
企
業
の
海
外
進
出
は
、
当
面
貿
易
黒
字
の
縮
小
の

一
助
に
は
か
な
い
、
受
け
入
れ
国
の
生
産
性
向
上
や
雇
用
の
創
出
に
寄
与
す
る
反
面
、
国
内
産
業
を
そ
れ
だ
け
空

洞
化
し
、
雇
用
を
減
少
さ
せ
る
の
み
な
ら
ず
、
更
に
将
来
は
日
本
の
輸
出
市
場
を
蚕
食
し
、
つ
い
に
は
ブ
ー
メ
ラ

ン
現
象
で
国
内
へ
の
逆
輸
入
を
招
く
な
ど
、
そ
の
逆
作
用
も
ま
た
大
き
い
。 

か
く
の
如
く
、
加
速
す
る
企
業
の
海
外
流
出
は
、
産
業
の
空
洞
化
と
雇
用
の
減
少
に
よ
つ
て
日
本
経
済
に
自
ら

痛
棒
を
加
え
る
だ
け
で
な
く
、
受
け
入
れ
国
と
の
間
に
新
し
く
投
資
摩
擦
、
文
化
摩
擦
を
生
ず
る
懸
念
な
し
と
せ

ず
、
そ
の
及
ぼ
す
影
響
は
は
か
り
知
れ
な
い
。 

三
菱
銀
行
試
算
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
に
ハ
イ
ペ
ー
ス
で
企
業
の
海
外
進
出
が
行
わ
れ
る
と
、
五
年
後
に
は
六

十
年
度
五
百
五
十
億
ド
ル
の
貿
易
黒
字
は
二
百
二
十
億
ド
ル
ほ
ど
減
少
す
る
が
、
そ
の
一
方
で
そ
れ
だ
け
国
内
生

産
が
低
下
す
る
の
で
、
六
十
年
度
失
業
率
三
パ
ー
セ
ン
ト
弱
は
五
年
後
に
は
一
躍
七
パ
ー
セ
ン
ト
近
く
に
激
増
す

る
と
あ
る
。
こ
れ
は
こ
れ
プ
ラ
ス
、
マ
イ
ナ
ス
両
面
に
切
り
込
む
両
刃
の
剣
と
言
え
る
。 

四 

 



 

 

五 

よ
つ
て
、
政
府
は
、
Ｇ

5
に
よ
る
合
議
が
契
機
と
な
つ
て
円
高
不
況
を
触
発
さ
せ
た
責
任
を
痛
感
し
、
こ
の 

 

際
、
過
度
の
円
高
の
是
正
、
即
ち
円
為
替
レ
ー
ト
の
適
正
化
、
安
定
化
を
図
る
た
め
Ｇ

5
に
対
し
改
め
て
協
力
を

求
め
る
と
と
も
に
、
ま
た
、
企
業
本
意
の
海
外
流
出
の
急
増
制
御
に
つ
い
て
、
速
や
か
に
適
切
な
内
政
、
外
交
上

の
措
置
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
、
政
府
の
見
解
並
び
に
そ
の
方
針
を
伺
い
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


